
 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     
＜干支人形が勢揃い＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す １ の ら の 会 の 生 い 立 ち と 歩 み  8
な ら や ま プ ロ ジ ェ ク ト  2 な ら や ま 印 象 記  9
Monthly Repo な ら や ま  3 海 外 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 体 験 記 ― 8 10
里 山 の 今 （ エ コ ・ 景 観 ）  4 な ら や ま 投 句 箱 11
秋 の な ら や ま 自 然 観 察 会 レ ポ  5 行 事 案 内 ・ 仲 間 入 り し ま し た  12
月 例 研 修 会 （ 平 群 の 修 験 の 道 ） レ ポ 6 幹 事 会 報 告 ・ こ も れ び  13
芋 煮 会 ・ そ ば 打 ち 実 演 会 レ ポ  7     

発行２０２４年１月１日

1 月 第２６３号 

奈良・人と自然の会 

 

ホームページではカラーで見ることができます 



                 ネイチャーなら・第２６３（１）             Jan.2024  

千載 輝重 

昨年はコロナ禍が完全に消えたわけではな

いですが、アフターコロナが浸透し、会の活動

は従前の姿を取り戻しました。地球温暖化の影

響か、酷暑の中、著しい雑草の繁茂にも悩まさ

れましたが、皆さんのご協力で大過なく活動す

ることができ、予定されたイベント、ならやま

プロジェクト、月例研修会、自然観察会ともほ

ぼ計画通り実施できました。この一年のトピッ

クスはコロナ禍で停滞気味であった里山景観保

全がきちんと進んだことに尽きます。本当にお

疲れさまでした。 

今年も、全体の活動を共有してこれからの活

動のありかたを考える場として新春交流会を予

定しています。ぜひとも現実も認識しつつ夢を

語りあうことができればと願っています。 

 

＜ハーモニー＞ 

12 月に両眼の白内障手術を受けた。まず右

眼。左眼は利き目でもあるし手術しなくてもい

いかとも思える程度だったのに、眼帯で覆って

いる右眼を開けて両眼で見るほうがよく見える

気がする。右眼は見えないくせに左眼をサポー

トしているのだ。 

眼帯がとれて右眼がくっきりと見えるよう

になったら、十分と思っていた左眼の見えにく

さが際立つ。でも当然だが右眼だけでなく見え

にくい左眼のサポートがある方がよく見える。 

両眼の手術が終わって世界が変わった。左右

両眼が健全であることがこんなにも大きなこと

かと改めて感じた。脳は左右両眼それぞれの見

え方をハーモナイズさせて最も素晴らしい世界

を見せてくれているのだろう。 

もっとたくさんの眼があったらもっと素晴

らしい世界が見えるのだろうか？ いくつもの

眼をハーモナイズさせるのは難しそうだ。 

でも、ソロやデュェットもいいが、気持ちが

一つになった合唱団のハーモニーは素晴らしい。 

 

＜憧れ＞ 

 年末は大谷選手の去就に話題集中。ついに 10

年契約 7 億ドル（平均年俸約 100 億円）でド

ジャースへの移籍が決まった。新天地でのます

ますの活躍が楽しみだ。けれども何と現実味の

ない数字か。MLB はそんなに金持ち？ という

ことでちょこっとネット検索して推定し、日本

のプロ野球界と比較してみた。 

総資産約 560 億ドル（約 8 兆円！）は 26 倍

（球団当たり 11 倍）、年俸は 22 倍（球団当た

り 9 倍）と際立っているが、観客数、年間収益

は驚くほどではない。結果、収益に対する年俸

比率がかなり高い。事業運営が効率的で無駄な

費用が少ないのか？ 選手を大切にしているの

か？ 球界の仕組み自体が違うこともある？ 

報酬だけが魅力ではないだろうが、このまま

では日本の優秀な選手はどんどん MLB に行っ

てしまいそう。大谷選手はじめ MLB で活躍す

る日本人も増えたが、やっぱり「憧れ」はまだ

まだ消えそうにない。いや、「憧れ」るものがあ

ることは幸せかもしれない。 

明けましておめでとうございます 

今年は辰年。辰は龍に置き換えられます。十

二支の中で唯一実在しない神話や伝説上の生き

物です。説明できない自然現象をつかさどる生

き物として創られたのではないでしょうか。新

しい年を迎えて、「昇り龍」にあやかって夢の世

界に向かってさらに前進・・・と言いたいとこ

ろですが、地道に保全活動を続ける私たちにと

っては、安全で楽しい活動を天から見守ってく

れる「守り龍」であってほしいと思います。 

MLBとプロ野球の比較

MLB（30球団） プロ野球（12球団） 対比

全体 球団当たり 全体 球団当たり 全体 球団当たり

資産 560億ドル 19億ドル 3000億円 250億円 26倍 11倍

年間観客数 1億人 330万人 2500万人 200万人 4倍 1.7倍

年間収益 120億ドル 4億ドル 2000億円 165億円 8.5倍 3.4倍

年俸 50億ドル 1.7億ドル 320億円 27億円 22倍 9倍

年俸/収益 42% 42% 16% 16% 2.6倍 2.6倍

＊ネット情報からの推定による 為替140円/ドル
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暖冬だと言われるが日によってはとても寒い。朝から焚火を囲む輪が広がる。お昼には熱い豚

汁に身も心も温まる。冬野菜の収穫も順調で、新年早々の餅つき、七草粥が楽しみだ。新年度の

活動に対してご支援いただける「志金」の吉報も得られ、「守り龍」にあやかって着実な保全活動

ができるようにと気を引き締める。 

また鹿による侵食被害が発生した。なら四季彩の庭つくりの一環としていただいたビオラ・パ

ンジー500 株を植栽した花壇が鹿に荒らされ、ほとんどの花が食いちぎられた。冬が来て春日奥

山や奈良公園の芝草などが無くなり、餌を求めて公園外に出てきたのだろう。ならやまは道路や

街に囲まれていると思っていたが、もはや鹿の行動範囲に入ってしまった。なるほど奈良公園周

辺であまり花壇を見かけることがない。今後の植栽種についてはよく考えなければならない。こ

れも「自然との共生」をするうえでは避けられないことかもしれない。あまり大騒ぎをせず、知

恵を絞って無理のない活動を心がけたいと思う。 

 

1 月の活動特記事項   

1 月 11 日（木）：初出（餅つき、七草粥）、10 年継続会員記念植樹 

1 月 27 日（土）：新春交流会 

 

1 月の各グループ活動予定 

活動日： 毎週木曜日 9：00～15：00

前日の 19 時現在の気象庁予報（NHKTV 奈良  19 時前放送）の天気予報で、奈

良県北部の午前中の降雨確率 60％以上の場合は翌日、翌日も同予報であれば中止 

グループ 活 動 予 定 

里 山 里山林内整備（チッパー処理）、薪割り 

シイタケ榾木玉切り 

ユート：アカマツの森での雑木間伐と整備 

エコファー

ム 

畑のチップ入れ（天の川、南３、南４） 

各種野菜の収穫・施肥 

鹿ネット更新、新ハウス設置 

景 観 整備：竹林整備（チッパー処理）、ミツバチ巣箱整備 

ビオ：池・水路の景観保全・整備 

花：アジサイ園・道路沿い花壇・山野草園の草引き 

パトロール 1～3 コースパトロール、観察路点検整備 

果 樹 実りの森清掃（落下杉枝撤去）、果樹剪定、ブルーベリー移設 

コンポスト枠増設、コンポスト作り、防草シート張り 

  

 

 

ならやまプロジェクト 
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Monthly Repo.  ならやま 

 冨井 忠雄 

11 月 23 日（木）晴 69 名、京都大学生 3 名 

午後、パトロール G による自然観察会を実施。

また、奈良テレビ放送がチョウの取材、京都大

学生が里山研究のため、土壌採取を行った。 

里山 G は運搬車の通路の整備、干支工作準備、

No.18 区画の下草刈り。エコ G は里芋の収穫と

玉葱の植付けなど。景観 G はならやま大通りの

法面の垣根作り。花班はノウゼンカズラの剪定

など。ビオ班は蓮池の補修工事。パトロールＧ

は観察路の整備と自然観察会を行う。果樹Ｇは

ブルーベリー植え床作り、実りの森の除草など。 

 

11 月 30 日（木）晴 59 名 

先月実施した賄い当番（味噌汁）のアンケー

ト結果に基づき、12 月から味噌汁の提供を行

う旨の説明があった。芋煮会、蕎麦クラブ、例

会などの打ち合わせ実施について連絡があった。 

里山Ｇは榾木用コナラの伐採、No.18 区画の

下草刈り、干支工作準備、薪割り。エコＧはチ

ンゲン菜の移植、エンドウ豆の種播き、里芋の

収穫、ハウスの整備。景観Ｇはならやま大通り

の法面の垣根作り。花班はナニワイバラの剪定、

花壇の草引き。ビオ班は蓮池の土手の補修工事、

西池北側湿地の泥上げ。果樹 G はブルーベリー

の植床作り、ウメの剪定、実りの森の除草。 

 
12 月 7 日（木）雨のち曇り 72 名+4 名 

朝から雨が降りスタートは少し混乱したが、

予定通り芋煮会と蕎麦打ちの実演披露を行う。

近畿大学の北川教授、学生、計 4 名が参加。先

月植えたビオラ・バンジーとジャガイモの葉が

鹿に食い荒らされた。 

里山 G は榾木用コナラの伐採、苗床周辺の整

備、干支工作部品作り。エコ G は全員で芋煮会

の準備、玉葱の植付け、大根、里芋などの収穫。

景観Gはならやま大通リの法面の整備、芋煮会、

蕎麦打ち実演への参加。花班は藤棚の下草刈り

など。ビオ班は近大生の定期調査、蓮池整備、

クワイ掘り出し。パトロールＧは観察路 2 コー

スのパトロール、桜山の笹草刈り、樹木の銘板

取り付け。果樹Ｇは芋煮会、蕎麦打ちへ参加、

橘とゆずの収穫、ウメの剪定など。 

 

12 月 14 日（木）晴 64 名 

イオン環境財団から来年度の助成金が承認

されたとの報告。先週の芋煮会・蕎麦まつりに

ついての話があった。橘の実が売れたとの報告

があった。 

里山 G は景観 G の協力を得て、西側入口周

辺のコナラ 4-5 本を伐倒、コナラの玉切り、片

付け、ミニ門松用竹切り出し、No.18 区画の植

樹場所の下草刈り。エコ G はスナップエンドウ

などの種まき、玉葱の植付け、里芋、大根など

収穫、鹿ネットの補修。景観 G は里山 G と共同

でコナラ伐倒枝等の整備、第 3 駐車場の法面の

笹刈り、竹の整備。花班はあやめの葉の刈り取

り。ビオ班は蓮池の葦の除去、泥上げとビオエ

リアの不要な廃材の掃除。パトロールＧは観察

路 3 コースのパトロール、桜山の笹草刈り、自

然教室工作準備、堆肥置場の整備。果樹Ｇはレ

モンの収穫、ウメの剪定。 
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景観グループ 

みんなで草刈りをしよう！！ 

内河 洋文 

毎年、長野の兄から「林檎」が届く。昨年は

天候不順で雨が降らず、且つ猛暑だった為、赤

く色づかず、甘みも少ないとの事前通告。お店

の人によると、贈答用に使える「林檎」は殆ど

無いと言われたそうだ。一方では、雨ばかりが

続いて、お米が不作な地域もあった。異常気象

は人間の営みに甚大な被害を与える。 

【＜新聞記事より＞エコ活動をしている人

に「なぜ人間が関与して環境を守る必要がある

のか。雑草が茂り、荒れているように見えても、

それも自然の姿ではないのか」と、記者が尋ね

ると、耕作が放棄された畑に案内してくれた。

びっしり繁茂していたのは、人の背丈をはるか

に超えるセイタカアワダチソウだ。北アメリカ

原産のこの帰化植物はいっときほどの勢いはな

いとされる。それでも、きっかけさえあれば一

気に辺りを埋め尽くす。心配なのは外来植物だ

けではない。在来のクズも飼料として使われな

くなったことで伸び放題になり、他の植物を覆

って枯らしてしまうようになった。植生のこう

した変化に歯止めをかけ、人が関わることで成

立した多様な生態系を守るのが活動の目的だ】 

景観整備チームは晩秋から翌年の春頃まで

は、主に竹林整備をしている。昨年夏の台風被

害で、真竹がたくさん倒れ、大きく傾いた竹も

多数発生した。それらの竹の伐採・整理に草刈

りの貴重な時間を割かなければならなかった。

チーム員の頑張りのお陰で、ならやま大通り沿

い法面の倒れた竹の伐採も進み、法面が非常に

スッキリした。いや、むしろスッキリし過ぎて

しまった。その為、目隠しの垣根を作ることに

なった。垣根作りは地味な仕事だったが、良い

経験が出来た。景観 G では、一緒に活動してく

れる人を募集しています。もぐもぐタイムはあ

りませんが、みんなやさしい人たちです。 

エコグループ 

八丈島 

足立 勝洋 

 エコ G 足立です。それで、エコ G とは殆ど関

係なく、又いつもの古代史の話でも無く、八丈

島の話を突拍子もなく記述させて頂きます。 

 東京都に住んでいた時に、いつかは訪問して

みたいと思っていた伊豆諸島。今回たまたま

JTB が募集していた八丈島旅行へ昨年 11 月に

行って参りました。飛行場に降り立つと、富士

箱根伊豆国立公園八丈島の看板がお出迎え。こ

ちら、亜熱帯地域とのことで、11 月末で気温

20 度。これは異常気象ではありません。ここは

東京都であり、都心から約 300Km 南方、更に

南に小笠原諸島が南硫黄島まで伸びています。

日本はまさに島嶼（とうしょ）海洋国であり、

かつ大森林国で、大自然に恵まれていることを

実感します。 

 鳥類は多いが、クジラ以外野生哺乳類はいな

い。飼われているネコは見掛けた。黒和牛とジ

ャージー種乳牛が放牧されている。ぎゅうぎゅ

う詰めの牛舎でなくて幸い。牛乳もおいしい訳

だ。道で人影は少ない。6 千数百年前からヒト

は住んでいた。現在島内人口 6900 人で昭和 25

年のピーク時から半減、移住大歓迎とのこと。

クルマは 7500 台で全て品川登録ナンバー。農

業、建築・土木業、漁業が主産業。地熱発電は

休眠中、来年再稼働か。風力発電もあるらしい。

飲料水の質と量は、伊豆諸島で最良。 

芋、人参など普通の野菜も栽培されているが

小規模。明日葉は現地原産で貴重な食材。南方

系の観葉植物などをよく栽培し、本土へ出荷さ

れ、フェリックスロベリニーの売上は全産業売

上高の７割をしめるそうだ。 

 風が強く、一年の 138 日以上は風速 10m 以

上。スギも一応生育するが、風の影響で上方に

伸び太ることができず、建築材にはならない。 

 植物種は多く観察が楽しい。また勿論海釣り

天国。どなたか移住されませんか。 
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小島 武雄 

11 月 23 日（木）ならやま活動日。 

今年最後の自然観察会です、今回は秋のなら

やまで行われました。朝は冷え込みましたが、

午後には気温 19 度。木漏れ日の中、最高の観

察日和です。 

午後１時より約 1 時間半、会員３０名が参加

されました。案内はパトロール G のメンバー８

名です。①ビオ・田圃周辺、里山林入り口、②

B C 周辺、③学びの森、自然観察路入り口の３

コースを３班に分かれて観察開始です。 

最初は、ラクウショウ（沼杉）。植樹地の環境

が良かったのか、大きく成長しました。落葉に

埋もれた足元には沢山の呼吸根が育っていまし

た。小さいメタセコイア（曙杉）の紅葉も綺麗

です。足元にはキツネタケ。「食べられるか？ 」

の声が。フェンス際にはアケビの大きな実がま

だ沢山残っていました。 

湿地に群落するミツガシワ、瑞々しい 3 枚葉

を見つめて、氷河期を生き残ってきた逞しい話

に耳を傾けます。B C 周辺

は、ヤマトタチバナ（実は

これも絶滅危惧種）の味見、

見かけほど酸っぱくなく

美味しいとの声も。マグワ

の枝葉から生まれる、鮮や

かな染め布に驚き、コマユ

ミの鮮やかな紅葉の中の

可憐な実を見つけました。山椒の香りの無い、

棘のあるカラスサンショウの話に頷き、３時に

開花するという不思議なハゼラン（サンジソウ）

を前に、まだかと時計を確認してため息も。 

学びの森、自然観察路入り口では、最初に目

に飛び込んでくるイロハモミジの鮮やかさに目

を見張ります。普段は、気づかなかったのです

が、見事な紅葉になっていました。みんなでカ

エデのタネ飛ばし。すぐ側にある切り株の上に

は、黄色いトゲトゲのツノマタタケ。薮の中に

見つけた真っ赤なフユイチゴの味見、カツラの

落ち葉の香ばしい匂いも嗅いでみます。黄色い

落ち葉の絨毯の中にイチョウも見事に黄葉して

いました。 

サイクリングロードを横断し、スダジイ（す

だ椎）、ツブラジイ（円椎）を見に行きます。こ

の木々は、五年ほど前に植樹したもので、ずい

ぶん立派に育っていました。このドングリは無

渋で食べられます。「私の子供の頃、おやつでし

たよ」の声がありました。 

この観察会のた

めに、３週間前に

下見をしたときは、

田圃の上空には見

事に真っ赤なナン

キンハゼの紅葉が

望めましたが、観

察会当日は残念な

がら枯れ木の様。また期待した紅白のミズヒキ

の花もなくなっていました。新しいキノコもな

かなか見つけられなくて、ちょっと残念。でも、

匂い、味、触れる体験が出来ました。次回は、

自然の森の素晴らしさを体験する企画を考えま

す、お楽しみに。 

今回、何度も下見で観察道を歩き続けている

と、「この木は何？ 」「あっ！ ここにもこんな

実が」の発見、また「ここに植えられた話」な

どが色々聞けました。また頑張って、樹木銘板

作りです。 

パトロールグループの皆さまご協力ありが

とうございました。             

秋のならやま自然観察会レポ 
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月例研修会（平群の里）レポ 
 ～平群千光寺・役行者と修験の道へ～ 

田中 善英 

 12 月 5 日（火曜日）、今年最後の月例研修会

です。4 日 17 時の奈良気象台の天気予報の降

水確率は午前中 20％、午後 50％でしたが、参

加者の強運を信じて開催されました。 

 9 時 30 分頃から近鉄生駒線東山駅に参加者

18 名が集合し、10 時

7 分発の平群コミュニ

ティバスとタクシーに

分乗して出発しました。 

 10 時 18 分に鳴川

でバスを降りてから、

徒歩で千光寺へ行き、

10 時 30 分、千光寺の

山門前で先行している

タクシー組と合流しま

した。 

千光寺は修験道の粗である役行者が修行し、

660 年に天武天皇が伽藍を建立したと言われ

ています。その後、役行者は大峰山の山上ヶ岳

に行場を開いたので、千光寺は「元山上」と呼

ばれています。その名の通り近くに行場もあり、

修行の場に相応しい雰囲気のあるお寺でした。 

 お寺の雰囲気と紅葉を満喫し、11 時 10 分に

出発して清滝石仏群に向かいます。今回のコー

スは千光寺の標高が一番高く、後は下りだけな

ので、楽ちんです。5 分ほど歩い

て到着。ここも行場の一つとの

こと。今は水が落ちていない滝

があり、滝の崖面に線刻地蔵が

うっすらと見える。また、伝染病

などを防ぐ願いを込めて架けら

れた勧請綱の跡も見える。役行

者が開いた修行の場を身近に感じた時間でした。 

 11 時 25 分に出発。緩やかな山道を下ってい

く。途中、花や景色を楽しみ、おしゃべりをし

ながら楽しく歩き、途中で珍しい木を見つけた。 

葉っぱは杉とヒノキのように見え、2 本の木の

根元がくっついていて、根も絡まっている。自

然の不思議だと言いながら、遠くに目をやると

平群の町並みが見える。もうすぐお昼ご飯。 

 12 時、生駒山口神社

の下に到着。もう登り

はないはずなのに目

の前に 70 数段の階段

がある。やっと登り切

った。雨にも降られず、思い思いの場所に陣取

って楽しい昼食タイムとなった。 

 昼食の後、住宅地の中を歩いて、竜田川沿い

の道に出ると、すぐ行基が開いた金勝寺。13 時

に到着し、境内を見て回る。美しい紅葉の中、

本堂の横の磨崖仏群を見る。上の方は鎌倉時代

後期に彫られ、右下の地蔵立像は戦国末期に平

群を支配した嶋左近の妻、「ちゃちゃ」の逆修供

養仏の可能性があるらしいとのこと。 

 13 時 30 分に出発。途中、竜田川に架けられ

ている勧請綱を見る。途中で切れているが、大

晦日には架け替えられるとのこと。 

 13 時 50 分に紀氏

神社に到着した。神

社に入ると、本殿の

横の作業場で宮司さ

んがしめ縄を作って

おられた。見学させ

てもらい、いろいろとお話を聞くことが出来た。 

 この神社は「平群坐紀氏神社」といい、平群

に鎮座する紀氏神の社という意味で、元々は紀

氏の氏神を祀る神社で皇室との縁も深いとのこ

と。本殿の屋根に珍しい二重の菊のご紋がある。 

 吉 備 内 親 王

墓を経て 14 時

30 分に長屋王

墓に到着。あい

に く の 天 気 で

したが、平群の歴史と紅葉を十分に楽しむこと

ができました。みなさん、お疲れさまでした。 
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 芋煮会・そば打ち実演会レポ 

         

               清原 正彦 

12 月 7 日、朝礼が始まると間もなく雨が降

り出し、みんなはテントの下に避難。待ちに待

った芋煮会の開始が怪しまれる事態になりまし

た。 

とはいえ他方、雨で色濃くなったナラやイヌ

ビワの紅葉が艶やかさを増し、雨で重くなった

赤や黄色の葉っぱがひらひらと舞い落ちる様子

は、風情のある一面を見せてくれました。 

そして、10 時過ぎには空もすっかり晴れあ

がり、無事に調理を開始、例年のごとくエコフ

ァーム G の皆さんを中心に、手際よく準備が進

みます。 

ベテラン勢の手ほどきを受けながら、若手

(?)新人勢も大奮闘。里芋の品種「伊予美人」「甚

五右ヱ門」をならやまで育てることとなったそ

もそもの謂（いわ）れや味の特徴を教わったり、

大釜の蓋の置き方、ヤカンの注ぎ口の向きまで、

古老からでないと聞けないお話に「へー！ へ

ー！ へー！」の連続です。 

 

＜大鍋の芋煮がグツグツと煮込まれて＞ 

12 時に芋煮会が始まり、その美味しいこと、

美味しいこと。次から次へとお代わりの列がで

き、すっかり完食となりました。 

お腹が一杯になったところで、そば打ちの実演

が行われました。 

 
＜芋煮会スタートの合図と同時に大行列＞ 

2019 年 11 月の「第 10 回記念新そば祭り」 

以来、コロナ禍もあり中断を余儀なくされてい

た「新そば祭り」の雰囲気だけでも皆さんに味

わっていただこうと実現しました。 

 
＜そば打ち実演会場の四阿＞ 

そば打ち初体験の冨井さん。体験後の感想は

“無理やな〜”の一言。 

 
＜そばクラブ講師田辺さんと師範代の田中さん

のデモンストレーション＞ 

手際よく打たれたおそばは、数量限定でした

が皆さんにお買い上げいただき、自宅で召し上

がっていただきました。 

こうして、芋煮会も無事終了。 

今年もあと少し、楽しく、安全に、みんなで

ワイワイガヤガヤ、元気に活動しようとの思い

を共有しあいました。 
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「のらの会」生い立ちと歩み 

寺田 孝 

―生い立ちー 

「のらの会」は、2008 年の発会以来今年 15

年目を迎えた会員相互のコミュニケーションの

場（サークル）です。 

「発会」は 2008 年 10 月 10 日、近鉄奈良

駅近くの雑居ビルの 2 階にある「恵方」という

店でした。「発起人」はお二人。代表として初代

会長の川井秀夫さん、「事務方」として会事務局

長の弓場厚次さん。「出席者」は 11 名（内現在

活動会員 4 名阿部 古川 菊川 寺田）。この席で

会の基本的なことが、ほとんど決められました。 

「会の名称」は、「野良の会―銘酒を楽しむ集

いー」。この名称は会報誌に残っている川井さん

の言葉によれば「里山の野良仕事のメンバーが

中心となり、首輪のない（自由な）野良犬に因

み命名」とあります。この名称はやはり川井さ

んの発想で第 4 回の会の時に、「のらの会」と

ひらがなに改められました。 

「設立趣旨」は、「酒とグルメを愛するリベラ

ルな集いで、当会のサークル第 1 号」（川井さ

ん）「有志の皆で気楽に楽しく各自の好きなお酒

を持ち寄って美味しいものを囲もう」（弓場さん） 

―と色々な場でお二人が語っておられました。

要は「時にならやまの仕事を離れて、自由に気

楽に皆で語り合える場所を作ろう」ということ

でした。 

「開催時期」は、新春 お花見 暑気払い 

お月見と季節のリズムに合わせて年 4 回とされ

ました。弓場さんは 2009 年から 2015 年まで

6 年間この通りきっちり年 4 回実施されました。 

「事務方」は、発会当初から会全体をまとめ

2018 年第 35 回まで 10 年間、弓場さんが勤

められました。基礎を作られ、会を推進して参

加者を増やしていきました。 

「参加登録制」 誰でも自由に参加できまし

たが、一度参加すると登録メンバーとなりまし

た。会の実施案内は、この登録メンバー宛にな

されました。また登録メンバー2 名が交代で会

ごとの担当幹事になり、場所や趣向を決めるな

ど実施担当となりました。 

―15 年 41 回の歩みー 

「参加者数推移」参加者数は発会 4 年目

2012 年まで 20 名近くでしたが、6 年目 2014

年頃から 30 名近く、8 年目 2016 年頃から 30

名前後となりなりました。 

「開催場所」各月の担当幹事が工夫を凝らし

ほとんど毎回違う、変化にとんだ場所と趣向で

実施しました。特に 4 月の花見は、佐保川堰堤、

生駒山麓公園など多く戸外で実施しました。 

「持ち込みのお酒」参加者が増えるにつれて、

持ち込みのお酒も、外国の珍しいお酒など多岐

にわたり皆大いに楽しみました。 

2017 年 9 月に川井さんがご逝去され、2017

年、2018 年は開催が年 2 回になりました。 

また 2018 年の第 36 回から、代表が冨井さん

事務方は戸田さんに交代しました。 

2019 年第 39 回の時に、実施案内を従来の

登録メンバーから、当会の会員全ての人に出し

てオープンな会とすることになりました。 

2021 年は、コロナ感染蔓延により初めて未

開催となりました。その影響などから 2019 年

から 2023 年は年 1 回の開催となりました。 

川井さんと弓場さんが築かれ、当会の歴史に

近い 15 年続いている「のらの会」。今後とも会

全体の「憩いの場」として、会員の自由なコミ

ュニケーションの場として、多くの方が参加さ

れることを願っております。 
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清原 加代子  

「ジッ、ジッ、ジッ、ジッ、…」 

ウグイスの地鳴きが聞こえます。今は 11 月。

私が活動開始した 5 月は、 「ホー、ホケキョ、

ホケキョ…」と鳴いていたので、季節の移り変

わりを感じます。 

パトロールグループにお願いをして、3 回に

分けて A・B・C のコースを案内していただき、

実際に歩くことで、ならやま全体の特徴を知る

ことができました。木漏れ日の中で、山野草や

樹木やキノコの名称などを丁寧に教えていただ

きました。 

「ワー、きれい！かわいい！あまい！」 

同じく 5 月。青い空を背景に赤いグミがたわ

わに実っています。果樹グループの方が大事に

育ててこられたグミの収穫の実習をさせていた

だきました。あんなに大きくて甘いグミは初め

てでした。今でも口の中に甘味が蘇ってきます。

草刈りをしたご褒美にとグミもお土産に分けて

下さいました。ずらりと並べられた樹木板の作

成も見学。樹木の名前を表示することは、里山

と親しくなるために必要だと納得しました。 

「青々として、良く育っていますね！」 

8 月。エコグループの実習。丹精込めて育て

てこられた野菜たち。微調整された肥料と太陽

の恵みを受けて、艶やかに輝きながら収穫のス

タンバイ。ピーマンの収穫は初めての経験。教

えていただいた通りに、下から上に軽く持ち上

げるだけで、ぽろりと実が外れました。何とも

心地良いです。収穫の後は、販売のお手伝い。

ピーマン、ナス、ニラ、シシトウ、ジャガイモ

を均等に並べて。私もピーマンを購入。その日

の味わいは格別でした。 

「カッチン、パッチン、カッチン…」 

9 月。花班の実習日。剪定ばさみを使って、

はびこってしまった花や低灌木の姿かたちを整

える作業と、一輪車でのごみ搬出を任されまし

た。当日は、賄い当番とお休みされた事情等で、

私を入れて 3 人。炎天下、黙々と草取りをして

おられます。異常気象にもめげずに、彩り良く

咲くトレニヤ、コスモス、ルドベキア…の美し

さ。その花たちのように、健気に作業をされる

お 2 人の姿。自然の力を利用し、草取りを軽減

できないものか。 

 「リーリーリーリー、キーンキーン…」 

 10 月。コオロギとモズのオブリガードを聴

きながら、里山グループでドングリを拾ってい

ます。次世代のためにコナラの苗木を植える準

備をします。穴を掘って、杉の枝を敷き詰めて、

そこへコナラの実を入れて土をかぶせます。コ

ナラの赤ちゃんのベッドの出来上がり。初秋の

風が通り抜けていきます。木の芽が出るのが待

ち遠しい。   

SDGs。持続可

能な再生エネル

ギー。頭の中で

閃きました。竹

や木の間伐で出

た枝などをチップにした際、それを捨てないで、

花壇の通路にまくと、多少は草の成長を抑えら

れ、見た目も整備されるのでは…と。花班にお

声掛けして、里山グループで出たオガクズを花

壇に運ぶお手伝いが出来ました。 

時間をかけて全てのグループの実習を終え

て、今、私は里山グループに属しています。実

働される女性がお 2 人だけという理由から。ど

のグループも魅力的で、温かく親切にしていた

だき、有り難く、嬉しかったです。 

そして、里山グループの寛大なご理解を得て、

時と場合によっては、他のグループのお手伝い

に回ることの許可もいただきました。 

青木さん、戸田さんと 3 人でトリオを組む時

は「かしまし娘」。そして 1 人で行動する時は

「貸します娘」としてレンタル派遣されること

になりました。今後とも、どうぞよろしくお願

いいたします。 

な ら や ま 印 象 記 
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 海外ボランティア活動体験記-8 

   パラグアイ（1997-2002） 

 

    木村 裕 

パラグアイの電力源はブラジルの国境近く、

イグアスの滝の上流に大きなダムがあり、9 基

の水力発電機が稼働。その内の 1 基のみでパラ

グアイ全土の電力がまかなえ、残り 8 基分はブ

ラジルへ輸出しているそうです。 

しかし電力が十分にあるにも関わらず停電

は頻繁に起こります。トルメンタと呼ばれる激

しい風雨が吹き荒れると、電線とよく茂った街

路樹の枝が接触し電線が切れます。とにかく街

路樹の成長は早く、あっと言う間に電線は木の

中に取り込まれてしまいます。街路樹の剪定は

行われてはいますが、電線の周りだけ切り取る

方式が多く、樹形はＵ字形になったり、片側の

み枝葉が茂ったりと不安定な木が発生します。 

 

首都のアスンシオンでは年々車が増えてお

り、日本の中古車とブラジルの新車が中心です

が、欧米諸国からの中古車もたくさん輸入され

ています。しかもその大半は密輸入と言われて

いますがナンバープレートはちゃんと手に入り

ます。また、運転免許証も簡単に手に入るよう

です。汚職度世界ランキングナンバーワンとも

いわれる所以です。海外からの援助で道路、下

水などのインフラ整備も進められてはいますが、

中間段階での搾取が多く、末端の現場には半分

も降りていないとも言われています。 

乗用車はすべてディーゼル車でガソリン車

はなく、冷房車は赴任当初（1997 年）では 2

割前後でしたが任期の終わる 2002 年には 5 割

前後にまで増えていました。しかし車検制度が

うまく機能していないようで、日常の保守点検

や定期点検はほとんど実施されておらず、交差

点でいざ発進しようとしても動けなくなってへ

たりこむ車が頻発です。 

自家用車では金持ちが乗るベンツやランク

ルなどの高級車が増えたものの、荷物を運ぶト

ラックはかなりくたびれた車が多く、おまけに

過剰積載は当然のことでちょっとした坂でも息

切れを起こし、バスは車体に事故歴を誇示しつ

つ、みんな黒い排気ガスをまき散らしています。

タクシーもあまり変化がなく、車体はガタガタ、

ドアは内側からしか開かない、スプリングのと

びだした座席、破れた背もたれなど、満身創痍

の車も少なくありません。いくらなんでも今日

ではタクシーに関しては改善されていることと

は思いますが？ 

パラグアイ人は仕事に関しては非常にのん

びりとしていますが、ひとたびハンドルを持つ

と一変し我が道をバンバンすっ飛ばして走りま

す。追い越し、割り込み、信号無視、方向指示

器の不使用、制限速度無視、一時停止なし、あ

りとあらゆるテクニックを駆使して走ります。

それゆえ事故は日常茶飯事です。 

 この自家用車が交差点で停止すると、洗剤の

ついたモップを持った子供（大人もいる）がや

ってきて、フロントグラスをササッと拭いて何

がしかの駄賃を要求します。車が停止したとき

には彼らの動向に注意し、やって来たらすぐに

断らないと、綺麗にされるのか、汚されるのか、

わけのわからないことが起こります。 

また、品物を手にもって止まっている車の間

を回ってくる路上の商売人？もたくさんいます。

売り物は、車関係の装備品、おもちゃ、ガム、

果物、チーパ（国民的なパンの一種）、ジュース、

宝くじ、新聞、タオル、大きな健康体操器具ま

で何でもありです。サッカーの国際試合のある

日には、国旗や帽子、Ｔシャツ、何かの記念日

にはカーネーションやバラなども出てきます。 

 海外ボランティア活動体験記-8 

   パラグアイ（1997-2002） 
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新ならやま投句箱への投句有難うございます。今後ともよろしくお願いいたします。 
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行事案内 
 
新春交流会のご案内 
（ならやまプロジェクト報告会） 
 

冨井 忠雄 

５つのグルーブによる里山保全維持管理。 

昨年に続いて各グループがこれからの活動

方針、問題点など、グループの垣根を超えて意

見交換をしたいと思います。 
・ほかのグループは何してるの？ 
・みんな何を目的にならやまに来てるの？ 
・そもそも「ならやまプロジェクト」って何？ 
＊みんなが知りたいことが分かる！ 
＊みんなが言いたいことが言える！ 
＊そして、みんなの向かうべき方向が見える！ 
 
日 時：2024 年 1 月 27 日（土）午後 1 時～ 
場 所：奈良市中部公民館 
 
⁂ その後、新春の懇親会 
新春交流会後近鉄奈良駅より電車で新大宮駅 
場所：一条本店（新大宮駅前）16 時～19 時 
会費：4000 円（飲み放題付） 
 
申込先：冨井忠雄 
世話人：藤原・山上・冨井 
参加申し込みは、A：交流会、B:懇親会 

でお願いします。 

 

     

 小山 和夫・佳子 

10/19 に入会させていただきました小山和

夫・佳子です。よろしくお願い申し上げます。 

高の原の朱雀に住んで 38 年になります。小

生は物理卒の半導体 IC のエンジニアです、現

役の頃は日本は世界のトップレベルでしたが。 

妻は芸大卒のヴァイオリン奏者です。12/24 の 

奈良響の定演に賛助演奏します。2011 年に二

度目の定年後、仕事が週 3 日となり庭木を減ら

し、本を頼りに二坪菜園を始めました。その後、

歌姫の竹林整備ボランティアに参加。昨春完全

にリタイアしたので地域の活動に参加、平城東

公民館で農業に詳しい藤原さんから「奈良・人

と自然の会」をご紹介いただき、いろいろな野

菜づくりを勉強させていただきたいと思い、エ

コファームに参加させていただきました。 

ただ、10 月末に妻がコロナに感染、幸いうつ

らなかったのですが 11 月下旬にインフルエン

ザに感染し、症状はいずれも軽かったのですが、

医師から数日の自宅待機と言われ足腰が弱化。

楽しみにしていました 12/5 の平群巡りの月例

研修会も欠席とさせていただくなど、まだ数回

しか活動に参加できておらず、誠に申し訳ない

状況です。エコファームでは高齢の方も元気に

活躍されていること、10 年以上とかベテラン

の方も多く、特に女性の皆さん方は販売に向け

多種類の野菜の収穫から秤を使った準備作業

等々を次から次へとテキパキと段取り良く進め

ておられることに感心致しました。今後四季

折々の農作業を経験させていただきますが、で

きるだけ早く指示待ちから脱却しなければと思

っております。よろしくお願い致します。 

仲間入りしました 
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開催日：11 月 28 日 

Ⅰ．はじめに 

・佐保台小学校で黒米の給食について紹介 

Ⅱ．会計・総務部より 

・会員動向：退会 2 名 145 名（家族 15 名） 

・会計：収支報告あり  

Ⅲ．活動・行事関係 

＊ならやまプロジェクト関係  

・12/7 芋煮会・そば打ち披露  

・12/28 大掃除、迎春準備 

・1/11 初出 餅つき・七草粥  

記念植樹ヤマボウシ 対象者 13 名（雨天翌日） 

・豚汁提供 12/14～ 新賄い担当は１月～ 

豚汁の提供について 

 アンケート結果（あった方がいい、協力でき

るともに 8 割）を踏まえ、従来通り提供する

こととする。今後の協力分担についてはお世

話係（5 名）と各グループリーダーと相談し

て決める。 

トイレ掃除は原則として全員が分担する。 

◆ならやま参加者９８名／会員 145 名 

Ⅳ．企画、助成金事業案件 

・本年度事業は順調に進捗中 

Ⅴ特定議題 

・1/27 新春交流会  

各 G の年間活動計画の説明＆意見交換  

その後懇親会を予定 

・幹事改選  

会報誌 1 月号にて会員に候補者推薦を依頼

し、結果を踏まえて調整する 

Ⅵ．広報関係 

・ネイチャーなら 1 月号編成内容説明  

Ⅶ．報告・連絡事項、その他           

・月例研修会 12/5 平群、千光寺他 

・自然教室 1 月佐保川小学校学習支援（4 年生） 

・京大院生の里山土壌調査に協力 

以上 

大河ドラマ「どうする家

康」に便乗して、戦国時代に

関する我が異説２つ。 

１）武田信玄・上杉謙信は織田信長側刺客によ

る暗殺説 

武田信玄はご存知三方ヶ原で徳川家康を破

り、信長と戦う直前に死亡。上杉謙信は手取川

の戦いで柴田勝家を大将とする織田軍を破り、

本格的に攻めようと準備中に急死。両方とも織

田信長に不利な戦いが始まる直前での死亡、と

いうことで思いついたことです。 

２）徳川家康は後継者を本人の能力等に関係な

く年の順にすると遺言を残したのでは？ 

戦国大名が後継争いで勢力を落としたりす

る事例を数多く見てきたはずです。失敗も色々

あった秀忠を変えることもなく、家光を３代目

にした所までは家康直接の指示のようです。家

重はまともにしゃべることもできないのに９代

将軍になっています。8 代将軍吉宗は家康を尊

敬していたようで、従ったのでは、と考えます。 

以上、証拠も何もない素人の妄想ですが、こ

ういうことを考えるのも楽しいのではないでし

ょうか。 

******************************************* 

  

＊ならやま活動  

  2/17 椎茸菌打ち・コナラ植樹イベント 

＊月例研修会 2/26（月）小泉の里 

 

 

 

表紙写真：年末恒例の鈴木顧問指導による干支

人形の作品です。 

202３年 12 月度 幹事会報告 

発行：奈良・人と自然の会  

URL ： http://www.naranature.com 

 編集代表 Mail: editor@naranature.com 

編集委員：青木（幸）・青木（芳）・尾崎 

千載・田中（善）・戸田・豊田

2 月ならやま活動＆行事予告 

会員動向＜敬称略＞  

＜退会者＞ 11/23 吉川 利文  
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